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金
溜
古
蹟
志
港
四

前
方
よ
り
養
ひ
不
v
仕
事
懇
敷
と
て
仕
よ
し
取
上
げ
る
に
、
さ
ん

λ
¥

御
機
嫌
恕
批
.
K
く
き
や
っ
と
御
叱
り
あ
た
ま
を
御
杖
K
て
御
た

主
主
被
v

遊
侠
て
被
ν
待
ν
入
候
。
喰
建
ひ
の
柴
垣
を
御
廻
り
成
さ
る
L

御
後
影
の
見
h
け
る
に
、
加
左
衛
門
あ
た
ま
を
な
で
、
御
露
地
主
唱
共

に
肉
ひ
‘
御
主
は
是
非
ιな
き
物
也
、
傍
密
な
ら
ば
安
房
守
殿
に
て
も

只
一
打

K
可
v
仕
物

E
と
巾
す
を
、
御
間
被
M

成
御
入
候
。
翌
日
加
左
術

門
を
被
=
召
出
一
御
用
向
怖
に
入
相
勤
候
由
被
ι

一
仰
出
一
五
十
石
加
増
知

被
v
下
と
、
近
・
戚
小
左
衛
門
酬
明
示
る
。
と
あ
り
。
布
御
花
品
と
て
術
を

作
ら
し
め
ら
る
i
h

島
地
も
、
若
し
は
本
丸
下
の
御
花
畑
の
地
な
ら
ん

か
。
叉
武
家
官
庁
底
記
K
.
利
常
卿
の
時
江
戸
に
て
、
御
花
品
へ
出
給

ひ
御
消
一
遜
あ
り
け
る
に
.
梅
花
の
快
く
仙
吹
き
た
る
を
御
覧
被
v

成
、
御

近叫
曜
に
被
畠円
相
仕
-者
を
召
さ
れ
、
山
作
り
の
迎
右
術
門
主
呼
ぴ
て
‘
栴

花
を
一
輪
も
越
さ
や
も
が
せ
、
事
の
外
賎
し
き
と
の
御
立
也
。
理
右

衛
門
参
り
け
る
に
、
御
露
地
を
御
巡
り
被
ν
成
、
花
北
ハ
主
悉
く
も
ぎ
て

捻
て
さ
せ
給
ム
。
共
闘
相
同
士
の
商
立
化
を
す
き
、
染
升
の
花
屋
よ
り

色
々
の
花
在
民
寄
せ
て
貨
統
せ
し
か
ど
、
是
よ
り
花
宇
吉
ひ
し
と
止

み
た
り
。

一
年
許
立
ち
け
れ
ば
、
花

E
翫
ぷ
人

一
人
も
な
し
。
北
相
吉

者
共
江
戸
新
し
て
物
入
の
上
に
、
い
は
れ
ぬ
花
を
好
み
銀
子
を
資

草
橋
門
盗
の
石
垣
縦
き
な
る
石
垣
の
角
K
.
共
の
橋
形
を
聞
し
た

り
。
さ
れ
ば
則
ち
今
い
ふ
草
橋
刊
の
事
な
る
べ
け
れ
ど
、
崎
間
闘
簡
の

ム
山
首
き
や
う
に
て
、
少
し
ケ
所
建
へ
る
如
く
見
ゆ
る
な
ら
ん
か
。
閥
屋

政
務
古
兵
談
に
、
覚
永
八
年
限
川
河
原
町
よ
り
出
火
陀
て
、
城
内
炎

上
の
時
、
利
常
卿
の
使
命
を
家
り
、
本
丸
の
火
築
総
如
何
と
走
り
ゆ

き
・
新
丸
よ
り
草
橋
へ
の
坂
を

下
る
に
‘
加
藤
間
性
・津
悶
勘
兵
衛

共
外
四
五
人
同
道
し
て
来
る
に
往
き
合
ひ
け
り
。
勘
兵
街
・悶
舎
は

堂
形
の
米
出
聞
に
居
り
て
、
右
械
に
火
懸
り
た
る
陀
依
り
て
、
草
橋
を

渡
り
御
披
へ
ゆ
く
と
て

、
御
伎
の
者
忙
行
き
合
ひ
た
り
と
の
よ
し
を

紀
蹴
す
O

M
m

れ
ば
此
の
時
・
加
即
時
闘
彼
等
が
草
橋
を
波
り
て
、
堂
形

の
米
磁
よ
り
来
り
た
り
と
載
せ
た
る
陀
て
も
・
A
7
い
ふ
車
橋
門
な
る

都
知
ら
れ
け
り
o
草
橋
と
い
へ
る
橋
梁
は
、
事
仕
懸
け
陀
し
て
抽
出
向

し
強
入
る
与
や
う
に
泊
り
た
る
も
の
に
て
、
妓
郭
の
市
宜
容
陀
ま
う
け

た
る
た
り
と
い
へ
り
。
谷
川
士
清
の
倭
訓
来
K
、
橋
に
石
橋
土
橋
・

板
橋
間
木
橋
・
高
橋
・浮
橋
・折
橋
・懸
橋
・
反
橋
・舟
橋
・
棚
橋
央
橋

特
橋
等
の
名
あ
り
。
野
市
民
民
、
推
古
，M
W
の
時
防
化
せ
し
路
子
工
叉
巧

掛
y
r

長
橋
吋

令
v
逃
一通
三
河
図
八
駆
長
橋
水
内
州
栃
木
製
梯
迷
江
図

am名
橋
・
合
津
間
川
崎
耐
兜
岩
猿
橋
等
主
見
b
た
り
。
と
あ
り
。
按
宇

金
滞
古
政
志
t
t

四

凶

す
。
依
て
我
等
大
分
の
勤
時
を
し
て
取
ら
せ
た
り
。
今
は
銀
も
不
v

入
、
却
て
悦
ぶ
べ
し
と
御
窓
也
。
と
い
ふ
都
も
見
h
た
れ
ば
、
利
常

卿
の
時
代
は
.
都
て
草
花
花
樹
を
髄
ゑ
世
け
る
地
主
ば
.
御
花
畑
と

呼
ぴ
た
り
け
ん
。

O 
草

橋

門

此
の
門
は
東
，丸
白
石
組
の
角
、
御
花
畑
の
地
よ
り
百
間
期
往
来
の

方
へ
出
づ
る
口
に
小
門
あ
り
し
を
・
臨
位
置
冊
後
明
治
十
年
に
此
の
門
主

除
き
、
石
垣
を
も
切
崩
し
、
柵
を
作
り
て
今
の
如
〈
成
り
た
り
。
往

古
は
此
所
に
草
橋
あ
り
し
放
に
、
草
橋
門
と
呼
べ
り
と
い
へ
り
。
金

披
深
秘
録
花
、
京
，御
丸
等
之
部
、
内
市
中
橋
御
門
足
制
番
所
。
石
川
御

門
外
之
部
、
草
橋
外
御
門
。
と
服
せ
た
り
。
按
宇
る
に
‘
綱
紀
仰
の

時
、
越
中
組
大
エ
肝
問
、
奥
三
右
術
門
父
mw怒
と
云
ふ
者
.
八
十
七
歳

陀

τ
の
口
減
警
に
、
本
堂
形
近
藤
甲
斐
守
屋
敷
跡
陀
御
容
院
あ
り
し

頃
は
、
御
担
院
よ
り
北
の
方
、
御
排
折
目
よ
り
十
四
・
五
問
時計
上
の
方

K
.
長
さ
七
・
八
問
許
、
幅
六
・七
尺
許
の
橋
あ
り
。
大
石
垣
の
方
よ

り
七
尺
許
引
吉
上
ぐ
る
や
う
に
致
し
有
ゐ
之
。
共
頃
車
橋
と
云
ふ
。
共

所
よ
り
御
本
丸
へ
上
る
坂
有
』
之
干
う
に
先
ゆ
る
よ
し
記
載
し
、
古
血
瓦

の
給
闘
を
も
取
添
へ
た
り
。
共
の
闘
を
以
て
勘
考
す
る
K
、
今
い
ふ

る
児
、
平
橋
も
路
子
エ
た
ど
の
造
り
始
め
た
る
左
ら
ん
か
。

O
稲

荷

屋
敷

此
の
地
は
薪
，丸
の
西
南
な
る
下
段

K
τ
、
椀
総
の
細
長
き
総
か
の

地
所
在
い
へ
り
。

三
州
名
節
誌
陀
云
ふ
。
稲
荷
屋
敷
は
、

A
軍
部
築
城

以
前
よ
り
此
の
林
中
に
稲
荷
の
奮
祉
あ
り
し
も
、
往
昔
府
城
普
摘
の

時
.
味
噌
蹴
町
稲
荷
橋
の
明
地
へ
お
分
制
唱
さ
れ
、
共
後
真
言
宗
武
長

寺
の
境
内
へ
選
座
し
、
民
長
寺
へ
漬
け
ら
れ
た
り
。
北
ハ
頃
民
長
寺
は

古
寺
町
惣
緋
川
端
今
の
片
品
武
櫛
丞
の
居
屋
敷
に
あ
り
し
在
、
共
後
野

町
の
後
へ
所
替
す
。
放
に
稲
荷
毘
長
寺
と
抑
制
し、

積
荷
橋
の
名
も
子
ν

今
呼
べ
り
。
と
い
へ
り
。
三
州
志
来
図
概
覧
附
鍬
に
一
疋
ふ
。
稲
荷
第

は
此
の
地
に
古
よ
り
稲
荷
一
脚
枇
あ
り
し
を
.
築
械
の
時
仮
忙
柏
荷
橋

溢
の
閑
地
陀
勤
結
あ
り
‘
元
利
八
年
賀
長
寺
境
内
に
安
置
す
。
此
の

時
民
長
寺
は
、
古
寺
町
惣
構
端
、
今
の
宮
永
布
近
右
衛
門
宅
地
に
あ

り
。
此
の
放
を
以
て
今
も
此
の
稲
荷
第
跡
の
古
木
.
風
容
に
折
制
等

あ
れ
ば
、
北
ハ
の
枝
等
惣
て
員
長
寺
へ
引
取
る
な
り
。
稲
荷
第
の
地

今
は
陵
地
陀
て
草
蔓
の
み
依
然
た
り
。
細
長
き
総
か
の
問
な
り
。

設
陀
は
、
波
野
川
端
天
道
寺
稲
荷
枇
地
も
、
沓
地
は
稲
荷
橋
今
の
岩

間
内
説
助
宅
地
の
所
に
在
り
し
と
云
ふ
c
可
=-一俳稽刊

と
。
千
弐
按
十

五




